
○ 農林水産大臣は、地方農政局に対して統一的な指揮命令を行うことによって不適正表示事案を迅速に解明。

農林水産大臣による統一的な指揮命令 と 都道府県知事同士の連携 の比較

○ 都道府県知事同士の連携で、消費の段階から流通・製造の段階へ遡って事案の解明に当たろうとすると、調査の各
段階で複雑な連携体制を組む必要。

【農林水産大臣の統一的な指揮命令】 【都道府県知事同士で行った場合に必要な複雑な連携】

食 表 番

兵庫県担当部局兵庫県知事
農林水産大臣

北海道

食品表示１１０番

（有） 色フ ドの所在地を確認

連絡
指揮命令

愛知県担当部局愛知県知事

北海道
（有）一色フードの所在地を確認

中間流通業者の遡及調査

連絡

指揮命令 指揮命令
（←連絡が途絶える可能性あり）

大阪府知事 兵庫県知事 愛媛県知事 福岡県知事

中間流通業者の遡及調査

九州
中国
四国

近畿 東海 関東 指揮命令

担当部局 担当部局 担当部局 担当部局

京都
兵庫

大阪愛媛 徳島

島根福岡

連絡 複雑な連携体制

北海道知事 東京都知事 京都府知事 高知県知事

東京

愛知

大阪愛媛

高知

徳島 違反事業者等に対する立入検査等（メンバー入れ替え）

指揮命令

担当部局 担当部局 担当部局 担当部局

複雑な連携体制

地方農政局職員が、
全国一斉に迅速な調査を実施
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